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昭和 33 年 
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、昭三種郵便物認可ノ 

市
役
所
と
県
立
五
農
高
校
の
共

催
で
例
年
各
地
区
毎
に
行
な
つ

て
い
た
農
産
物
品
肝
会
を
廃
止

し
て
五
農
校
ー
ケ
所
で
今
年
も

農
産
物
の
品
肝
会
と
展
覧
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

会
期
日
は
十
一
月
八
日

（
土）
 

九
日
（
日
）
十
日

〔
月
〕
の
三

日
間
で
、
区
域
は
津
軽
全
城
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

出
品
物
の
搬
入
は
十
一
月
七

日
の
午
前
中
で
種
目
と
数
量
は
 

穀
物
の

部
 

種
も
み
、
玄
米
、
豆
類
、
と

う
も
ろ
こ
し
、
粟
、
そ
ば
、
 

き
び
、
そ
の
他
（
各
三
合
）
 

五
農
高
校
 

果
実
の
部
 

り
ん
ご
十
ケ
、
柿
、
梨
、
ぶ

ど
う
五
ケ
、
栗
ぐ
る
み
五
合
 

そ
菜
の
部
 

大
根
二
本
、
ご
ぼ
う
十
本
、
 

人
幕
三
本
、
長
い
も
二
本
、
 

か
ぶ
五
ケ
、
仏
掌
い
も
三
ケ
 

、
里
い
も
一
一
株
或
い
はい
も

一
升
、
馬
鈴
薯
五
ケ
、
菊
い

も

一
升
、
葱
十
五
本
、
甘
藷

ニ
ケ
、
白
菜
ニ
ケ
、
体
菜
一1
1
 

株
、
高
菜
三
株
、
そ
の
他
菜

類
三
株
 

母
本
 
の
 
部

種
株
二
株
、
枝
豆
二
株
 

り
ま
す
。
ど
希
望
の
方
は
市
ノ

所
農
林
商
工
課
へ
申
出
下
さ
い
 

第
一
次
の
募
集
期
日
は
 

本
年
の
十
二
月
二
十
五
日
 

第
二
次
の
募
集
期
日
は
 

明
年
の
二
月
二
十
三
日
 

と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

移
住
し
て
か
ら
の
仕
事
は
主
 

と
殺
襲
譲
堵
 

中
泉
集
会
場
 

十
月
ニ
十
四
日
落
成
 

九
月
下
旬
か
ら
市
内
笹
森
建
設

の
施
工
で
建
築
中
の
五
所
川
原

市
大
字
中
泉
の
集
会
場
は
こ
の
 

I‘・
ー

“
ー
・

I
I
ー

，
 

、
参
考
ま
で災
 

ご
案
内
申
上
α
 

毎
晩
、
特
別
」
 

加
公
民
舘
を
加

に
励
ん
で
い
ェ
 

室
と
こ

階
付
魯
 

、
三
階
は
五
酢
 

葡
事
務
室
ゃ
、
 

を
ご
紹
介
し
止

事
務
室
と
当
清
 

懸 良 慧 唐
 

健
 

イ
、
名
簿
調
製
現
在
期
日
ー
ー
十

一
凡
十
「
民
 I'
1，
ー

I
．
尤
（鳳
ま
で
叫
間
自
本
た
り
．

又
は
他
の
人
に
依
頼
す
 

ロ
、
申
請
期
間
 
十
一
月
十
二
日
か
ら
十
六
日
迄
五
日
間
 
る
吐
り

山
に
名
簿
に
登
戦
さ
れ
予
小
る
か
、
脱
落
し
て
な
 

1
 1
『
‘リ
ー
 
ー
ー
 
に
 
ニ
ー
【
・
．.

 
:
‘
 
ー

・
 
い
か
を
確
か
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

ハ
、
調
製
期
限
 
十
一
月
十
八
日
ま
で
 

又
先
般
剤
町
内
会
の
連

m員
に
お
願
W
し
て
調
査
い
た
し
 

ニ
、
縦
覧
期
間
 
十
一
月
十
九
日
か
ら
十
一
月
廿
一
日
迄
 

ま
し
た
が
、
そ
の
後
住
所
を
変
え
た方
は
申
田
て
下
さ
い
 

 

ホ
、
異
議
決
定
期
間
 
十
一

月
ニ
十
三
日

へ
、
名
簿
確
定

日
 
十
一

月
二
十
四
日
 

 

五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
 

電
話
ニ
一

】
五
番
 

こ
の
た
び
青
森
県
営
農
指
導

農
場
有
畜
農
業
指
導
所
で
は
、
 

第
一
九
回
女
子
短
期
講
習
生
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
農
村
女
子
に
対
し
農

閑
期
を
利
用
し
て
有
畜
農
業
及

び
生
活
改
善
の
教
育
を
施
し
、
 

農
業
改
良
を
推
進
す
る
人
材
の

嚢
成
を
目
的
と
J・
る
も
の
で
あ

つ
て
、
期
間
は
昭
和
三
十
三
年

十
ニ
月
八
日
入
所
、
昭
和
三
十

四
年
三
月
十
五
日
卒
業
に
な
つ

て
お
り
、
今
回
の
募
集
人
員
は

三
拾
名
、
応
募
資
格
は
県
内
在

住
の
女
子
で
中
学
校
卒
業
者
又

は
そ
れ
以
上
の
学
歴
の
も
の
で

年
令
は
二
十
五
才
以
下
の
者
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

講
習
科
目
は
家
畜
飼
養
管
理
 

（
乳
牛
、馬
、豚
、
緬
羊
、
鶏
）
 

家
畜
及
農
業
に
つ
い
て
の
学
課

農
畜
産
加
工
、
生
活
改
善
及
び

家
事
、
其
の
他
と
な
つ
て
お
り

ま
す
。
 

入
所
願
書
は
上
北
郡
七
戸
町

大
沢
四
八
、
青
森
県
営
農
指
導

農
場
、
有
畜
農
業
指
導
所
に
あ

り
ま
す
の
で
、
葉
警
で
申
込
ん

で
下
さ
い
。
 

出
願
期
限
は
昭
和
三
十
三
年

十
一
月
ニ
十
日
と
な
つ
て
お
り

ま
す
。
 

伺
同
所
の
概
要
は
有
畜
農
業

指
導
所
と
し
て
昭
和
十
二
年
種

畜
場
内
に
併
設
さ
れ
昭
和
ニ
十

三
年
以
来
独
立
し
て
農
村
の
第

一
線
に
活
躍
す
る
人
物
養
成
に

つ
と
め
現
在
ま
で
卒
業
生
九
O
 

〇
名
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
 

士
地
面
積
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

耕
地
面
積
六
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
 

成
乳
牛
一
七
頭
、
鶏
二
五
O
羽
 

有
畜
農
業
指
導
所
女
子
短

期
生

募
集
 

上
北
機
械
開
墾
地
区
の
う
ち

上
北
郡
六
ケ
所
村
所
在
の
第
四

ニ
又
工
区
及
び
第
ニ
ニ
又
工
区

に
五
戸
の
補
充
入
植
地
が
あ
る

の
で
入
植
者
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
 

同
地
区
は
す
で
開
墾
も
完
了

し
住
宅
兼
畜
舎
も
完
成
し
一
部

作
付
も
完
了
し
て
お
り
飲
料
水

各
自
深
さ
平
均
五
乃
至
六
米
位

の
井
戸
も
あ
り
ま
す
。
 

電
気
は
三
十
四
年
度
に
導
入

す
る
予
定
に
な
つ
て
お
り
主
す

尚
募
集
要
項
は
左
記
の
通
り
に

な
つ
て
お
つ
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
市
役
所
農
林
商
工
課
ま
で

申
込
下
さ
い
。
 

記
 

年
令
は
満
ニ
十
才
以
上
四

十
五
才
未
満
の
者
 

原
則
と
し
て
夫
婦
を
基
本

と
し
た
家
族
構
成
で
稼
働
力

は
労
働
換
算
単
位

一
、
八
以

上
で
あ
り
、
か
つ
家
族
全
員

が
健
康
で
あ
る
も
の
 （
保
健

所
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
書

必
要
」
 

耕
馬
六
頭
、
緬
羊
、
豚
等
を
飼

育
し
畜
力
農
具
一
式
、
ト
ラ
ツ

ク
、
ト
ラ
ク
タ

1
、
牛
乳
処
理

ホ
1
ム
ス
パ
ン
加
工
等
の
設
備

を
も
ち
本
科
生

（
男
子
一
年
）
 

と
年
数
回
の
短
期
講
習
を
行
つ

て
お
り
ま
す
。
 

生
徒
は
全
部
寄
宿
舎
に
収
容
し

主
食
以
外
の
全
部
の
費
用
は
県
 

上

北
開

墾
地
で
 

補
充

入

植
者

募

集
 

費
に
よ
つ
て
支
弁
さ
れ
ま
す
。
 

生
徒
の
生
活
は
規
律
厳
正
な
協

同
生
活
を
行
い
、
ク
ラ
プ
活
動

も
活
発
に
行
つ
て
お
り
ま
す
。
 

く
わ
し
く
は
青
森
県
七
戸
町
大

沢
四
八

（
電話
七
戸
三
番
〕
青

森
県
営
農
指
導
農
場
有
畜
農
業

指
導
所
又
は
市
役
所
農
林
商
工

課
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
 

農
業
の
経
験
年
数
が
三
年

以
上
で
入
植
の
際
主
計
費
等

と
し
て
三
十
万
円
以
上
（
現

金
を
含
む
）
を
調
達
携
行
で

き
る
者
（
内
入
植
の
際
現
金

五
万
円
以
上
を
組
合
に
予
託

す
る
こ
と
）
 

今
回
募
集
分
は
補
充
分
で

あ
る
か
ら
、
す
で
に
準
備
さ

れ
た
住
宅
、
作
付
等
を
引
継

ぐ
こ
と
に
な
り
、
計
画
外
に

こ
の
分
の
負
担
金
若
干
を
必

要
と
す
る
。
 

申
込
の
際
に
は
戸
籍
謄
本

一
通
、
予
貯
金
証
明
書
一
通

を
添
付
す
る
こ
と
。
 

入
植
希
望
者
は
市
役
所
農

林
商
工
課
に
お
い
で
願
い
ま

す
。
 

移
 
民
 
募
 
集

希
望
者
は
市
役
所
へ
 

青
森
県
海
外
協
会
で
は
ブ
ラ

ジ
ル
国
ァ
ク
レ
直
轄
洲
キ
ナ
リ
 

ー
地
区
移
住
者
を
募
集
し
て
お
 程

、
完
成
し
こ
れ
が
落
成
式
は

十
月
二
十
四
日
朝
か
ら
外
崎
市

長
始
め
、
来
賓
多
数
出
席
の
も

と
に
行
な
わ
れ
た
が
合
併
以
来

の
念
願
か
な
つ
て
落
成
を
み
た

お
ら
が
集
会
場
の
晴
れ
姿
を
み

ん
も
の
と
部
落
の
老
若
男
女
が

ほ
ど
ん
と
集
ま
り
盛
会
の
裡
に

午
后
閉
会
し
た
。
 

の
他
 

農
村
食
の
部
 

一
品
料
理
又
は
】
食
の
献
立
 

参
考
品
の
部
 

農
業
上
の
参
考
に
な
る
も
の
 

と
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
多

数
の
山
品
を
望
ん
で
お
り
ま
す

電
話
連
絡
で
結
構
で
ご
ざ
い
ま

す
。
 （
電話
五
所
川
原
二
、
七

〇
一
一
番
）
 

尚
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
市
役
所
農
林
商
工
課
に
お
い

て
下
さ
い
。
 

尚
同
集
会
場
は
冬
期
間
は
梅
 

卵
五
ケ
、
畜
産
加
工
品
、
そ
 

《
 

?
’
1

1
〉
ー
 

事
務
局
ン
 

務
局
や
、
 

良
区
事
務
 

か
畳
敷
一
一
 

社
会
教
育
法
と
、
公
民
舘
法
に
よ
う
に
社
会
教
胃
ど
い
う
パ刀
●
宇
匠
庸

1
邑

1
宝
長
笥
と
し
て

1
は
“
．
 1

1・
・r一
F
、
“
・
ン
道の
道
＼
と
な
つ
て
い
る
 

“
加
班
か
か
い
る
か
m
司
制
引

の
広
い
し
加
も
む
ず
か
し
い
場
ご
利
用
下
さ
い
。
 

“
 

I
aい
R
伯
油

t
平
博
ゆ
m
唾
柳

か
遇
～
叫
加
か

の
事
務
 

馴
『

1
 
1
 
 
1

．
“
 心
出
命
と
活
動
の
足場
を
も
つ
 
新吐
蹴
任似
来
日
哨
峨
劣
漕
線

m
濃

”
い
そ
の覗
m
か
加
鳩
締
図
知
蜘
改
則
 

 
 
議

織
細
剖
も
叫製

mま
加
わ
げ
で
す
し
、殊
に
一
」
承
知
の
れ
らゆ
睡
け
る公
民
舘
、わ
れ
A凌
，
、
も
ので
はな
い
と
信“
叫
建
務
中
は
ー
剣
道
 

識
響
縛
総
熱

維
醐頭
加
輪
弱
贈
譲
民
舘
と
し
て
蕊
漕

と
平漕

m轟
論
驚
鼎
翻
 

そ
の
上
市
条
例
も
あ
る
わ
け
で
い
申
上
げ
る
次
第
で
旨
専
ま
す
‘
特
に
そ
の
中
で
殊
の
外
、
心
一
 
て
、

一
挙
手

一
投
足
に
も

る
日
取
そ
 
月
、
金
曜
日
、
 

あ
り
ま
す
o
 

さ
て
、
七
、
八
月
の
行
事
を
を
荒
ぬ
さ
せ
た

］
つ
を
と
りあ

心
を
配
り
、
い
か
に
も
公
人
と

ー
ラ
ス
》
見
列
会
、

火
、

・

何
時
の
時
代
に
於
い
て
も
ま
た
回
顧
し
て
み
る
に
、
公
民
舘
利
げ
て
皆
様
方
に
、
訴
え
ご
批

L
て
、
ま
た
教
養
あ
る
人
の
行

日
は
演
「
研
究
例
会
、

水
！

ど
ん
な
り
つ
ぱ
な
法
で
あ
り
ま
用
の
行
事
だ
け
で
も
殆
ん
ど
毎
判
を
か
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
為
と
し
て
立
派
で
あ
る
こ
と
を

は
お
茶
中
，
例
会
、
金

曜
【
 

し
て
も
、
法
を
活
か
し
、
そ
れ
日
、
日
曜
な
し
の
昼
夜
共
、
研
す
。
現
代
の
世
想
は
、
あ
ま
り
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

謡
曲
研
糾
例
会
、

土
曜
日
」
 

を
善
用
し
、
そ
の
成
果
を
畢
げ
修

の
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
に
も
利
己
的
で
、
個
入
本
位
の
牧
に
ご
承
知
と
は
存
じ
ま
す
が

ク
エ
プ
ー
ン
ス
研
修
例
会
、
 

・
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里
親
及

び
職
親
を
求

む
 

》
 

・
 

両
親
の
な
い
子
ど
も
、
或
は
て
職
業
を
教
え
て
く
れ
る
職
親

あ
つ
て
も病
気
だ
と
い
」側
か
で
を
求
め
て
い
ま
す
。
 

ー
J芋
・
．、
乙
翻
足
に青
て
る
こ
と
 
里
親
、
職
親
に
対
す
る
月
手

の
で
き
な
い
不
幸
な
家
の
子
ど
当
は
二
五
〇
円
で
す
が
養
育
費

も
を
引
き
取
つ
て
育
て
、
く
れ
は
飲
食
物
費
日
額
乳
児
七
一
円
 

一
 

朝
日
董
社

が
主
催
で
文
部

省
と
厚
ル
七
後
援
の
全
国
健
康

優
良
校
の
一
‘
央
審
査
で
、
本
市

の
七
和
地
》羽
野
木
沢
小
学
校

が
全
国
土
校

の
う
ち
に
選
ば

れ
た
、
tニ
川
原
市
の
大
き
な

誇
り
で
ェ
％
 

羽
野
」ー
ハ小
学
校
は
特
に
健
 

年
農
山
漁
村
に
お
け
る
医
療
保
 
し

か
し
乍
ら
市
町
村
に
切
り
安
定
し
て
参
り
，
給
付
内
維
も
保
険
の
形
に
お
い
て
医
療
保
障
 
十

一
月
・
 

彰
彫
影
影
彫彩
髭
昨
影髭
髭
耗
唾l
彩
彰
影
影
耗
彩
彩
彰
耗
髭

か
 

年
農
山
漁
村
に
お
け
る
医
療
保
 
し

か
し
乍
ら
市
町
村
に
切
り
安
定
し
て
参
り
、
給
付
内
躍
も
保
険
の
形
に
お
い
て
医
療
保
障
 

瞬
馨
獄

P
湯
餐
一
誹
勲
い
舞
如
馴
院
暮

尋
麟
競
穏
鰍

0寡
保
険
は本来
被
保
険
者
 

の
区
城
を
単
位
と
す
る
任
意
設
一
あつ
た
た
め
制
度
の
強
化
育
成
三
十
年
に
は
療
養
給付
費
持

の
で
す
。
 

立
の
組
合
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
ーを
目
標
と
し
て
数
次
に
わ
た
る
し
て
二
割
相
当
額
の
国
庫
藷
 

医
寮
加
 

つ
一×一呪
と
糾
立
と
十
る
壬
欧
窒
一b
つ
ヒ
と
り
刊
と
つ
蛍
ヒ
年
立
一
ニ
」F
二
土
竪
走
ムn十
J島
旦
一
f
ソ
ら」
r
o
 

（
旺的
ど
ル
、月
こ
な
つ
て
号
フ
‘
 

皿
合
坊
式
の
医
瞭
味
障
制
度
と

財
政
措
置
が
譜
ぜ
あ
れ
、
昭
和
療
養
給
付
費
浦
助
ゆ
国
で
護

の
上
に
打
り
立
て
ら
相
川
」
か
 

そ
れ
以
来
」
応
順
岡
に
発
展
を

め
国
の
資
金
の
貸
付
を
行
う
制

保
障
制
慶
に
対
す
る
一
環
と
v
営
と
立
派
な
成
果
加
川
引
か
柳
物
等
の
描
ゆ
ひ

ゾ
く
去
年
ト
 

難
難
難
灘

』
員H
昌
H
畦
《
戸
一
黙
鶏
鷲熟
灘

祭

一
 

来
年
二
島
確

定
申
告
の
と
魯
 

そ
こ
で
政
府
は
昭
和
二
十
三
 

ー
ー
 
し

o
 

‘
ー
・
‘
 一
．
 
」
ま
で
暦
考
ノる
こ
と
に
な
つ
プ
 

鰯
難
鷺
勲
糾
彰
m
糾
熱
か
勤鷲
襲
箔
羅
難
」
瀦
 

一
叫
 

一
田本
力
主
う
一
審
玉
癖
視
些
主
る
こ
と
、
し
．
し
士
り
そ
馴
が

L
た
匡
貨
市
国
も
4‘べ
．
,H」
揖
 

！
ぐ
 【・
ー
【
 
一
 

こ
→
v
t，
フ
，ノ

事
業
が
市
町
村
に
引
継
が
れ
市

費
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
村
の
住
民
を
対
象
と
し
て
昂
声
ま
す
o
 

ー
 

ニ
‘
、
ー

一
、
数
枯
予
を
う
け
る

町
村
が
行
う
一
般
公
衆
循
生
行

る
こ
と
、
し
、
い
わ
ゆ
る
助
成
し
た
国
保
制
麗
も
今
や
農
山
、
「

』
 

l、
1・
ー
・
 
一
 

H
り
出

来
る
入

町
村
が
行
う
一
般
公
衆
循
生
行

る
こ
と
、
し
、
い
わ
ゆ
る
助
成
し
た
国
保
制
麗
も
今
や
農
山
、
 
．
 

l、
1・
ー
・
 

一
政と
相
ま
つ
て
、
住
民
の
健
康

金
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
わ
サ
村
と
報
市
の
区
別
な
く
普
及
●
 

β
彦

闘
ょ
 
り
 

イ
、
農
」
吻
や家
財
に
対
す
る

保
持
に
大
き
く
資
す
る
こ
と
に

で
あ
り
ま
す
。
 

海

1
一
れ
今
回
の
生改
正
に
よ
り
、
」
 

皮
軒
」
伽
しく
昨
年
よ
り
肝
 

設
け
ら
れ
た
わ
サ
村
と
都
市
の
区
別
な
く
普
及
●
 

f
'
,
J
十
ノ
 イ
、
農
も
ゃ

家
財
に
対
す
る
 

。
 

海
工
瀞
れ
今
回
の
告
改
正
によ
り
、

4
 

波
軒
書
し

く
昨
年
よ
り
折
 

農
産
物
品
評
会
 

展
 
覧
 
会
 
も
 
併
 
催
 

す
 
る
 

藁
工
品
の
部
 

む
し
ろ
、
臥
、
俵

（
各
種
規

定
品
一
枚
〕
ぞ
う
り
、
わ
ら

じ
、
つ
ま
ご
、
馬
ぐ
つ
（
各

種
規
定
品
一
足
づ
つ
）
 

縄
（
機
械な
わ
大
五
貫
玉
）
一

玉
、
手
な
え
な
わ
一
東
、
け

ら
一
枚
、
敷
む
し
ろ
一
枚
、
 

そ
の
他
 

加
工
品
の
部
 

澱
粉
三
合
、
蜂
蜜
ニ
合
、
葉

タ
パ
ニ
ー
枚
、
り
ん
ご
加
エ

品
、
林
産
加
工
晶
 

畜
産
の
部
 

マ
」
 
 

市
 
の
 
共
 
同
 
主

催
 

田
小
学
校
の
分
校
と
し
て
使
用

さ
れ
る
の
で
小
さ
い
児
童
に
と

つ
て
は
冬
場
の
難
が
し
の
ぺ
る

わ
け
で
あ
る
。
 

（
写真
そ
の
集
会
場
）
 

菊
の
 
ジ

ー
ズ
 

彼
岸
が
過
ぎ
る
と
晩
秋
で
あ
る
。
稲
の
と
り
入
も
、
ど
う

に
か
片
づ
き
、
五
所
川
原
市
に
も
季
節
の
あ
し
音
が
ひ
た

ひ
た
と
押
し
寄
せ
て
き
た
。
 

山
野
は
秋
の
七
草
に
彩
ど
ら
れ
、
燕
は
南
に
か
え
り
、
 

雁
は
北
か
ら
や
つ
て
く
る
。
山
の
幸
は
柿
、
栗
、
茸
、
海

の
幸
は
、
さ
ん
ま
、
い
か
な
ど
味
覚
もま
た
集
し
い
ツ

ー
 

ズ
ン
で
あ
る
。
天
高
く
馬
肥
え
て
長
雨
の
あ
と
日
和
が
つ

づ
い
て
い
ま
す
『
あ
わ
れ
秋
風
ょ
心
あ
ら
ば
伝
え
て
よ
」
 

と
い
う
佐
藤
春
夫
氏
の
詩
が
し
の
ば
れ
る
今
日
こ
の
頃
で

あ
り
ま
す
。
文
化
の
日
を
中
心
と
し
て
、
菊
の
香
が
し
み

込
む
【
【
一
。
庭
々
に
は
こ
、
を
先
途
と
咲
き
こ
ぼ
れ
て

い
る
菊

A
 
。
 

（鉄
 
道
『
「官
 
舎
 
前
 
で
）
 

馴
糾
馴
」
判
”

m
ま
す
り
如
島

じ
』
JN
で
限
ら
れ
た
職
員
だ
け
で
、
今
の
と
こ
ろ
ご
不
便
ご
不
山
い
決
ゆ
は
確
臣
な
け
随
徳
酌
“

引
す

fー
ノ
ー
ー
 

雛
町
勲
汰
惣
か
鼠
相

で
は自
ら
淘動
の
限
馴が
あ
か満
山
虜
り
で
し
は
け
声
わ
吐
浪
濃m喋
鍵

「
雨
もい
柳
如
き
」な
っ
て
い
る
平
 

雷
伯町
影
か
如
いご
倒
柳
川う
と
引る
柳合
い、
ま
た
お
な“
眼ち
m
た
建
吻
と
設
沸
なの
縄

か
湾
捺

吃

い
”
以
勲
間と
一加
馴
勤
か
二
間
 

難
議
（）
灘
難
難
難麓
舞
（繊
競
鐘意
？
溺
鵬
薪
』
 

長
い教
員
生
活を
辞
めて
 
こ
られ
た
特定
の
入間
の
努
かだ
ーす
o
に
m
漂

島
浮
・
 
一」
競
鵠

舗

務

霧
瓢
馬
 

た
。
何
か
と
 
公
民
舘
迦
副
を
弦
ナ
に
推
進
て
准

t
 遜
g
aり
て
縄
そ
カ

、
（
唱・
一
一
一
」
？
巨
「
ホ
睦
躍
才
川
原
堰
 

護

馴
釦

鍵

諮
誓
ー

合
驚
勲

強
力
心蓑
で
あ
つ
、慰
安
り
場
で
めるか
ト
、
婆
論
覆

同
m
塗
晦
尉
樹
 

』
、
側
も
関
し
、
‘尻
柳
の
彫
的
を
逮
成

J
H
ら
で
あ
り
ま
す
「
 

ー
 
捺
汽
沃
漫

即
ち
道
噴
は
司
男
リ
 

・

永
 

フ
 
「

フ
 

ー
2
 

ニ
ー
 
一い
て
い
る
方
が
あ
る
と
引
れ
ぱ
 
階
下
 

井
 

末
 
吉

一喝
ゆ
建
環
湾
釘
撲
ぷ

や
 

知
ー
 

ー
」

総
獲
難

賛
践
眼
加
誌
 

嵐
航
多
く
集
ま
る
叫
で
す
加
、
 
て
、研
 

多
く
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
す

o「
 
に
毎
週
 

気
り
方
が
無
軌
道
で
、
紙
秩
序
大
方
の
 

、

ぜ
い
か
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
は
舘
内

r
 

胤
舗
を
欠
い
た
み
に
く
い
姿
で
場
な

匡
 

・

へ
、
 

・

一
も
四割
本
的
な
も
の
は
、
法
う
し

て
も
地
城
社
会
の
皆
様
方
に
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
数
々
（
i
eで
あ
り
ま
す
。
 

翻
局
と
あ
匂
目
割

ず
川

的
に
示
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

一
お互
に
些
細
な
こ
と
に
も
意
 

研
究
，
ル
ー
プ

の
決
つ
一
 

遺
嘗
に

つ
き
ま
して
も
勿
で
い
か公
民
讐
す
か
らい
ど
に
も
払わ
らず
、
こ
e
噛
間中
遭
難

は

撲
こ
と
が
多
藤
」
召

W
欧
痢
蛇
割
防
一
 

十
一
月
二
十
七
日
は
県
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
行
な
わ

れ
ま
す
o
今
回
も
ま
た
補
充
選
畢
人
名
簿
を
調
製
い
た
し

ま
す
か
ら
左
記
に
該
当
す
る
方
は
必
ら
ず
市
選
畢
管
理
委

員
会
に
申
出
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
 

電
話
ニ

ぐ
 

・
・
 
ー
 

，
 
,
.
 

記
 

①
 
昭
和
三
十
三
年
十
】
月
十
一
日
で
満
二
十
才
と
な
る
 

方
 

③
 
昭
和
三
十
三
年
八
月
十
一
日
以
前
か
ら
五
所
川
原
市
 

に
居
住
し
て
い
る
方
 

③
 
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
ぺ
き
資
格
の
あ
る
方
で
 

あ
つ
て
脱
落
し
て
い
る
方
 

雛
鷲
議
羅
灘
難
 

右
は
何
れ
も
申
請
が
な
け
れ
ば
名
簿
に
登
載
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
該
当
者
は
御
遠
慮
な
く
印
鑑
御
持

参
の
上
十
一
月
十
六
日
（
申
請
メ
切
日
〕
ま
で
に
当
委

員
会
に
お
出
下
さ
い
。
 

［
暮
し
に
つ
な
が

る
こ
の
一
酉
酉
 

県
 
議
 
会
 
議

r
損

・
《
 

補
欠
選
挙
に
つ
い
て
 

告
 
示
 

十
一
月
十
一
一
日

投
票

日
 
十

一
月
ニ十
七
日
 

る
里
親
と
、
自
家
に
引
き
取
つ
七
十
銭
、
幼
児
は
六
二
円
八
七
 
ー
 

昭
和
三
十
三

年
度
基
本
選
挙

人
 

名
簿

の
 
縦

覧
に
 
つ
い
て
 

月
 
且
 
十
」
月
五
 
日
か
ら

り
・
ー
た
“
ん
“
 
十
』
月
十
九
日
ま
で
 

昭
和
ミ
十
ミ
年
九
月
十
玉
日
現
在
で
調
整
し
た
基
本
選
撃

人
名
簿
は
十
一
月
五
日
か
ら
サ
五
日
間
五
市
選
管
事
務
局

及
び
各
支
所
に
於
い
て
縦
覧
忙供
し
ま
す
か
ら
自
分
達
の

名
前
が
選
畢
人
名
簿
に
登
載
）れ
て
い
る
か
を
確
か
め
る

た
め
に
ど
う
ぞ
お
出
下
さ
つ
ヤ縦
覧
に
な
つ
て
下
さ
い
。
 

こ
の
名
簿
は
来
年
執
行
さ
れ
，
県鵬
会
議
員
選
挙
等
各
種

選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
何
《
の
場
合
で
も
そ
う
で
す
が

選
挙
に
突
き
当
つ
て
か
ら
名
、
か
ら
落
ち
て
い
る
ど
う
し
 

競
騒
穀
鯵

盤
離
線
濃
罷
蟹
 

努
力
は
し
て
あ
り
ま
す
が
、
一
せ
毎
日
の
異
動
と
い
つ
て

よ
い
く
ら
い
出
入
が
は
げ
し
」
の
で
一
人
洩
れ
なく
と
い

う
ご
と
は
む
ず
か
し
い
の
で
「
ざい
ま
す
の
で
、
何
れ
に

し
て
も
有
権
者
各
位
の
自
主
性k
ま
つ
て
縦
覧
以
外
に
な

い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
ら
《十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月
 

‘●
 

ー
 

ー
‘
I
lJ“
ー
ー
 

！
 

・
“
  

・・
ー
」
‘
 

‘ー
‘
 
《
 
ー
‘
 

”
・ー
‘
…
 
ーい
」H
ジ

…
 
ト
‘
 
銭
、

間
」
費
五
円
、そ
の
仙
 

事
業
費

」
就
学
児
童
は
教
書

学
校
給
」
費
、
そ
の
他
病
甘

時
は
医
一
費
〔
健
保
の
算
皇

法
に
ー
ュ
寺
が
支
給
さ
れ
ス
 

御
兼
皿
の
方
は
市
福
祉
直

所
ま
弔
加
甲
越
し

下
さ
い
。
 

請
用
糾
‘
お
あ
げ
し
ま
す
。
 

羽野木沢小墜竺ー 

可可ikー原市の誇り 

障
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
一
換え
ら
れ
て
も
、
そ
の
財
政
事
徐
々
に
改
善
され
る
こ
と
誉

‘
の
達
成を
図
る
べ
く
普
及
促
進
 

し
た
も
の
で
，
当
初
は
市
町
村
「情
は
楽
観
を
許
さ
な
い
状
況
に
つ
た
わ
け
で
す
。さ
ら
に
署

に
つ
と
め
て
い
る
現
況
で
あ
る
 
十

一
一
は農
業
所
得
者
の
キ
 

し
「
暁
呪1
決
ゆ
什
ゆ”
け
け
一」
け叱
昨
叱
唯
再
建
整
備
の
m
看

匡
ユ
て唯
噛
唯鏡
要

か
あ
和加
ら
、
こ
か翻
島
か
趣
「
い
味
軒
治
楓
勿
湾

濃
ん
 

鱗
 

す
が
、
一
椀有
資
格
者

（
所狙
 

税
を
納
吃
い
る
人
）
の
う
王
 

定
納
税
（
月
にな
つ
て
居
り
よ
 

馬
得

税
 

十

一
月
・
 

め
、
市
町
村
が
公
営
で
実
施
す

の
未
折
整
理
を
行
う
こ
と
に
し
責
任
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
（
》
軌
故
「
彫
”
「
師
嶋
け
パ
中
書
を
市
皿
 

る
よう
に
したの
で
ある
。
霧

m
発
』
ノ1
1う
‘病
引
な
ー
ー
 
“

鷺
蘇
縄
轟

製
染
て
下
さ
一
 

事
難
鵬
騒
猿細
鰐
靭

嘉
蕪
鱗

村
鷲
騒
襲
難
離
鋸

雑
纏
盟
 

加
器
踊
驚
危
機
に頻
し
 
国
民
健
康
保

険

の
あ
ゆ

み
一

m携
鰻
漁
漁
霊
鶏

”
醜

国
民
健
康
保
険

の
あ
ゆ

み
 

一力
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
り
」
ませ
 

一
ん
。
 

露
鷲
燃
鳩
黒難
競
綴
如
 

一
 

ま
で
禰
考
る

こ
と
に
な
つ
プ
 

舘 



一
、
 

原 』旧 所
 

一
 

月
 

昭和 33 年 
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彼
岸
が
過
ぎ
る
と
晩
秋
で
あ
る
。
稲
の
と
り
入
も
、
ど
う

に
か
片
づ
き
、
五
所
川
原
市
に
も
季
節
の
あ
し
音
が
ひ
た

ひ
た
と
押
し
寄
せ
て
き
た
。
 

山
野
は
秋
の
七
草
に
彩
ど
ら
れ
、
燕
は
南
に
か
え
り
、
 

雁
は
北
か
ら
や
つ
て
く
る
。
山
の
幸
は
柿
、
栗
、
茸
、
海

の
幸
は
、
さ
ん
ま
、
い
か
な
ど
味
覚
も
ま
た
業
し
い
シ

ー
 

ズ
ン
で
あ
る
。
天
高
く
馬
肥
え
て
長
雨
の
あ
と
日
和
が
つ

づ
い
て
い
ま
す
『
あ
わ
れ
秋
風
ょ
心
あ
ら
ば
伝
え
て
よ
」
 

と
い
う
佐
藤
春
夫
氏
の
詩
が
し
の
ば
れ
る
今
日
こ
の
頃
で

あ
り
ま
す
。
文
化
の
日
を
中
心
と
し
て
、
菊
の
香
が
し
み

込
む
一
一
一
。
庭
寿
に
は
こ
、
を
先
途
と
咲
き
こ
ぼ
れ
て

い
る
菊

A
 
。
 

ら
れ
た
特
定
の
人
間
の
努
力
だ

け
で
は
到
底
な
し
得
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
。
 

公
民
舘
運
動
を
強
力
に
推
進

し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
よ

う
と
す
る
場
合
も
、
ま
た
お
な

じ
こ
と
で
限
ら
れ
た
職
員
だ
け

で
は
自
ら
活
動
の
限
界
が
あ
る

わ
け
で
す
し
、
殊
に
ご
承
知
の

よ
う
に
社
会
教
育
と
い
う
分
野

の
広
い
し
か
も
む
ず
か
し
い
場

に
生
命
と
活
動
の
足
場
を
も
つ

て
い
る
公
民
舘
で
す
か
ら
、
ど

う
し
て
も
地
域
社
会
の
皆
様
方

の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す

さ
て
、
七
、
八
月
の
行
事
を

回
顧
し
て
み
る
に
、
公
民
舘
利

用
の
行
事
だ
け
で
も
殆
ん
ど
毎

日
、
日
曜
な
し
の
昼
夜
共
、
研

修
の
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
 一す

。
こ
れ
で
い
、
の
で
す
．
 

公
民
舘
は
市
民
の
皆
様
の
も

の
で
あ
り
、
皆
様
の
教
養
の
場

で
あ
り
、
慰
安
の
場
で
あ
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
 

限
ら
れ
た
建
物
と
設
備
な
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
ご
不
便
ご
不

満
も
お
あ
り
で
し
よ
う
が
、
わ

れ
ら
の
愛
す
る
公
民
舘
、
わ
れ

ら
の
親
し
め
る
公
民
舘
と
し
て

ご
利
用
下
さ
い
。
 

新
は
就
任
以
来
日
尚
浅
い
の

に
も
払
わ
ら
ず
、
こ
の
期
間
中

に
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
数
々

多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

特
に
そ
の
中
で
殊
の
外
、
心

を
痛
め
さ
せ
た

ー
つ
を
と
りあ

げ
て
皆
様

方
に
，

訴
え
ご
批

判
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
現
代
の
世
想
は
、
あ
ま
り

に
も
利
己
的
で
、
個
人
本
位
の
 

白 林
」一

 

一
 

優

一
沢
 原

；
一
木
 

ー
 

康

一
野
 
”
 

町
m
晦
 

'
 ‘
・
ー
」
こ
‘
れ
にn
 

鍵
鍵
騒
一
鷺

ー
 

（
審
査
で
、本
吏
い

ョ
乳
・
 

瞬
磨
熱
重諸
鷲
 

mた
下
荷
駅
難
籍鼎
」
一
 

誇
り
で
f」
一
。
 

一
ー

‘
．
ー
 

一
 
羽野
上
い
小学
校
は
特
に
旦
 
（
写
百
 

●

ー

ー
 

市
役
所
と
県
立
五
農
高
校
の
共

催
で
例
年
各
地
区
毎
に
行
な
つ

て
い
た
農
産
物
品
評
会
を
廃
止

一
して
五
浸
校
ー
ケ
所
で
今
年
も

一
一農
産
物
の
品
評
会
と
展
覧
会
を

一開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

「一
期日
は
十
一
月
八
日
（
土
）
 

一日

（
日
）
十
日
（
月
）
 
の三

間
で
、
区
城
は
津
軽
全
城
と

つ
て
お
り
ま
す
。
 

出
品
物
の
搬
入
は
十
一
月
七

日
の
午
前
中
で
種
目
と
数
量
は
 

穀
物
の
 

部
 

隅
 
種

も
み
、
玄
米
、
豆
類
、
と
 

年
 

う
も
ろ
こ
し
．
栗
、
そ
ば
、
 

き
び
、
そ
の
他

（
各
三
A巳
 展

 
覧
 
会
 
も
 
併
 
催

6
『
・
 る

五
農
高
校
 
ど
 
市
 
の
一共
 
同
 主

催
 

産
物
品
評
会
 

果
実
の
部
 

り
ん
ご
十
ケ
、
柿
，
梨
、
ぶ

ど
う
五
ケ
、
栗
ぐ
る
み
五
合
 

そ
菜
の
部
 

大
根
二
本
、
ご
ぼ
う
十
本
、
 

人
幕
三
本
、
長
い
も
ニ
本
、
 

か
ぶ
五
ケ
、
仏
掌
い
も
三
ケ
 

、
里
い
も
「
株
或
い
は
い
も

一
升
、
罵
鈴
碧
五
ケ
、
菊
い

も
一
升
、
葱
十
五
本
、
甘
藷

ニ
ケ
、
白
菜
ニ
ケ
、
体
菜

1
1
1
 

株
、
高
菜
三
株
、
そ
の
他
菜

類
三
株
 

母

本
 
の
 
部

種
株
二
株
、
枝
豆
二
株
 

菊
の
 
シ

ー
ズ
 

（
鉄
 
道
『
「
官
 
舎
 
前
 
で
）
 

卵
五
ケ
、
畜
産
加
工
品
、
そ
 

の
他
 

農
村
食
の
部
 

一
品
料
理
又
は
一
食
の
献
立
 的

に
示
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た

そ
の
上
市
条
例
も
あ
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
 

何
時
の
時
代
に
於
い
て
も
ま
た

ぎ
ん
な
り
つ
ぱ
な
法
で
あ
り
ま

し
て
も
、
．法
を
活
か
し
、
そ
れ

を
善
用
し
、
そ
の
成
果
を
畢
げ
 

ま
す
。
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長
と
し
て
、
そ
の
仕
事
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
か
と

不
案
内
勝
で
す
か
ら
、
何
卒
関

係
各
位
の
御
指
導
と
ご
鞭
捷
の

程
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。
公
民

舘
の
設
置
は
法
的
に
規
定
さ
れ

そ
の
組
織
や
そ
の
杜
落
は

ま
た
 

長
い
教
員
生
活
を
辞
め
て
、
こ

の
七
月
か
ら
五
所
川
原
公
民
舘
 

運
営
面
に
つ
き
ま
し
て
も
勿
一

かそ
の
基
本
的
な
も
の
は
、
法
 

会
教
育
法
と
、
公
民
舘
法
に

た
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
 

編
務
難
質

競

m轟
臓
婆
誓
れ
る職
親離
護
一
 

子
ど
も
を
満
足
に
育
て
る
こ
と
一
 里
親
、
職
親
に
対
す
る
月
手
 
御
希
望

の
で
き
な
い
不
幸
な
家
の
子
ど
一当
は
ニ
五
〇
円
で
す
が
養
育
費
所
ま
で
御
 

「
鏑
喰
疑
巽

毅
器
雄
濃

”
蛾
龍
怖
請
用
紙
か
 

昭
和
三
十
三
年
度
基
本
選
挙
人
 

名
簿
 
の

縦
覧
に
 
つ
い
て
 

期
間

什
崩
か
器

“
 

昭
和
三
十

1
1
1

年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
整
し
た
基
本
選
畢

人
名
簿
は
十

一
月
五
日
か
ら
＋
五
日
間
五
市
選
管
事
務
局

及
び
各
支
所
に
於
い
て
縦
覧
に
供
し
ま
す
が
ら
自
分
達
の

名
前
が
選
畢
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
る

た
め
に
ど
う
ぞ
お
出
下
さ
つ
て
縦
覧
に
な
つ
て
下
さ
い
。
 

こ
の
名
簿
は
来
年
執
行
さ
れ
る
県
議
会
犠
員
選
挙
等
各
種

選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
何
時
の
場
合
で
も
そ
う
で
す
が

選
挙
に
突
き
当
つ
て
か
ら
名
簿
か
ら
落
ち
て
い
る
ど
う
し

た
ん
だ
な
ど
と
申
込
ま
れ
た
り
し
ま
す
が
調
製
す
る
係
員

も
細
心
の
注
意
を
払
つ
て
脱
轟

（
【の
な
い
よ
う
に
特
別
の

努
力
は
し
て
あ
り
ま
す
が
、
何
せ
毎
日
の
異
動
と
い
つ
て

よ
い
く
ら
い
出
入
が
は
げ
し
い
の
で
一
人
洩
れ
な
く
と
い

う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
れ
に

し
て
も
有
権
者
各
位
の
自
主
性
に
ま
つ
て
縦
覧
以
外
に
な

い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
，
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月

十
九
日
ま
で
の
間
に
本
人
な
り
、
又
は
他
の
人
に
依頼
す

る
な
り
し
て
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
、
脱
落
し
て
な

い
か
を
確
か
め
る
よ
5
に
し
そ
下
さ
い
．
 

又
先
般
各
町
内
会
の
連
絡
員
に
お
願
い
し
て
調
査
い
た
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
住
所
を
変
え
た
方
は
申
田
て
下
さ
い
 

五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
 

一
電
話
ニ
一一
五
番
 

ロ
 

一
於
い
，
で
、
人
の
道
即
ち
道
義
は

一時
代
が
変
つ
た
か
ら
と
い
つ
て
 

難
灘
難
鷲
 

じ
ま
す
。
 

と
か
く
自
由
と
平
等
の
民
主

的
た
解
釈
を
誤
り
、
そ
の
現
れ

か
良
識
を
失
い
勝
な
こ
と
が
多

い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

、
お
互
に
些
細
な
こ
と
に
も
意

敏
し
て
、
一
挙
手
一
投
足
に
も
 

心
を
配
り
、
い
か
に
も
公
人
と
 

し
て
、
ま
た
教
養
あ
る
人
の
行
 

潟
と
し
て
立
派
で
あ
る
こ
と
を
 

繊
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

次
に
ご
承
知
と
は
存
じ
ま
す
が
 

欝
が
多
く
集
ま
る
の
で
す
が
、
 

務
農
議
霧

福
緩
 

、「
そ
れ
は
精
神
訓
練
の
不
充
分

き
、
教
養
の
貧
困
を
意
味
す
る

ぐ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

お
よ
そ
人
間
の
共
同
社
会
に
 

方
が
無
軌
道
で
、
無
秩
序

い
か
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
は

を
欠
い
た
み
に
く
い
姿
で

見
せ
つ
け
ら
れ
ま
す
。
 

館
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
 

羅
麟
銀
 

棟
統
き
に
十
一
て
い
る
平
屋
造
並
に

畑

り
の
建
物
一
中
ぽ
1
知
迦

H
剰

4
「
国
 

道
の
道
場
、
鳶つ
て
い
る
し
、
 れ

H
航
 

難
繊
驚
舞
 

研
究
グ

7
プ
の
決
つ
て
い
，
‘い
」
 

島

恥
は
定
‘
釦
観
か覧

牙
鰍
m
 

大
方
の
ご
言

ま
で
に
、
公
民
古
学
研

舘
内
に
あ
一
？
務
室
や
、
教
養

日
と
て

場
な
ど
を
茶
内
申
上
げ
、
更

各
研
雰

に
毎
週
、
一
叫
、
特
別
の
事
情

が
？
人

の
な
い
限

b公
民
舘
を
使
用
し

希
望

L
 

て
、
研
修
」
朗
ん
で
い
る
研究

慮
な
く

グ
ル
ー
プ
」
」
昭
介
しま
す
。
 
一
「と
シ

階
下
は
者

室
と
当
直
室
、
 

尚
灸

ダ
に
隠
零
二
」
二
噌
付
き
の
大
勝
写
繊
 

敷
難
轟
雛
噴
義
響
 

郡
町
村
長
f
「
務局
や
、
五
所
の
こ

乏
 

濃
謹
惑
鍋
議
篭
灘
 

准
」
け
勲
蟹
町
加
柳て
総
 

銭
、
間
食
サ
五
円
、
そ
の
他
の
一
康
管押
 

事
業
費
、
 学
児
童
は
教
育
費
た
め

r
 

学
校
給
食
て

そ
の
他
病
気
の
は

歯
の
 

り
ま
す
。
 

驚
魂
 

一
り
麗
 

時
は
医
遼

へ健
保
の
算
定
方
ホ
ー
ム

匡
に
よ
る
ーか
変
絡
さ
れ
る
）
 
に
寝
台
 

禦

嘩
 
力
は市
福
祉
事
務
院

で
」
」
 

、

ノ
、
？
 

こ
の
た
び
青
森
県
営
農
指
導

震
場
有
畜
農
鷹
指
穆
所
で
は
「
 

第
】
九
回
女
子
短
期
講
習
生
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
農
村
女
子
に
対
し
農

閑
期
を
利
用
し
て
有
畜
農
業
及

び
生
活
改
善
の
教
育
を
施
し
、
 

疎
業改
良
を
推
進
す
る
人
材
の

一成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

一
て
、
期
間
は
昭
和
三
十
三
年
 

ー
ニ
月
八
日
入
所
、
昭
和
三
十
 

三
月
十
五
日
卒
業
に
な
つ
 

・

ノ
、今
回
の
募
集
人
員
は

壬
、
応
募
資
格
は
県
内
在

し
女
子
で
中
学
校
卒
業
者
又
 

・

そ
れ
以
上
の
学
歴
の
も
の
で

午
令
は
二
十
五
才
以
下
の
者
と

な
つ
て
鼻
房
ま
ず
。
 

請
習
科
目
は
家
畜
飼
養
管
理
 

（
乳牛
、馬
、豚
、
緬
羊
、
鶏
）
 

家
畜
及
農
業
に
つ
い
て
の
学
課

農
畜
産
加
工
、
生
活
改
善
及
び

家
事
、
洪
の
他
と
な
つ
て
お
り

ま
す
。
 

入
所
願
書
は
上
北
郡
七
戸
町

大
沢
四
大
、
青
森
県
営
農
指
導

農
場
、
有
畜
農
業
指
導
所
に
あ

り
ま
す
の
で
、
葉
書
で
申
込
ん

で
下
さ
い
。
 

出
願
期
限
吐
昭
和
三
十
三
年

十
一
月
ニ
十
d
と
な
つ
て
お
り
 

ま
す
。
 

二
‘
 

尚
同
所
の
既
要
は
有
畜
農
業

指
導
所
と
し
て
昭
和
十
一
年
種

畜
場
内
に
併
設
さ
れ
昭
和
二
十

三
年
以
来
独
立
し
て
農
村
の
第

一
線
に
活
躍
す
る
人
物
養
成
に

つ
と
め
現
在
ま
で
卒
業
生
九
〇
 

O
名
を
嶋
し
て
お
り
ま
す
。
 

士
地
面
積
四
〇
ヘ
ク
タ
1
ル

耕
地
面
積
六
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
 

成
乳
牛
一
七
頭
、
鶏
二
五
〇
羽
 
 

耕
馬
」ハ
頭
、緬
羊
、
豚
等
を
飼

育
し
畜
力
農
具
一
式
、
ト
ラ
ツ

ク
、
ト
ラ
ク
タ
1
ハ
牛
乳
処
理

ホ
ー
ム
ス
パ
ン
加
工
等
の
設
備

を
も
ち
本
科
生

〔
男
子
一
年
）
 

と
年
数
回
の
短
期
講
習
を
行
つ

て
お
り
ま
す
。
 

生
徒
は
全
部
寄
宿
合
に
収
容
し

主
食
以
外
の
全
部
の
費
用
は
県
 

上
北
機
械
開
墾
地
区
の
う
ち

上
北
郡
ーハ
ケ所
村
所
在
の
第
四

二
又
工
区
及
び
第
ニ
二
又
工
区

に
五
戸
の
補
充
入
植
地
が
あ
る

の
で
入
植
者
を
募
集
し
て
お
り
 

ま
す
．
 

.
 

同
地
区
は
す
で
開
墾
も
完
了

し
住
宅
兼
畜
舎
も
完
成
し
一
部

作
付
も
完
了
し
て
お
り
飲
料
水

各
自
深
さ
平
均
五
乃
至
六
米
位

の
井
戸
も
あ
り
ま
す
。
 

電
気
は
三
十
四
年
度
に
導
入

す
る
予
定
に
な
つ
て
お
り
ま
す

尚
募
集
要
項
は
左
記
の
通
り
に

な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
市
役
所
農
林
商
工
課
ま
で

申
込
下
さ
い
。
 

記
 

年
令
は
満
二
十
才
以
上
四

十
五
才
未
満
の
者
 

原
則
と
し
て
夫
婦
を
基
本

と
し
た
家
族
構
成
で
稼
働
力

は
労
働
換
算
単
位
一
、
八
以

上
で
あ
り
、
か
つ
家
族
全
員

が
健
康
で
あ
る
も
の

（
保
健

所
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
書

必
要
」
 
 

費
に
よ
つ
て
支
弁
さ
れ
ま
す
。
 

生
徒
の
生
活
は
規
律
厳
正
な
協

同
生
活
を
行
い
、
ク
ラ
プ
活
動

も
活
発
に
行
つ
て
お
り
ま
す
。
 

く
わ
し
く
は
青
森
県
七
戸
町
大

沢
四
八

（
電話
七
戸
三
番
〕
青

森
県
営
農
指
導
農
場
有
畜
農
業

指
導
所
又
は
市
役
所
農
林
商
工

課
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
 

農
業
の
経
験
年
数
が
三
年

以
上
で
入
植
の
際
主
計
費
等

と
し
て
三
十
万
円
以
上

（
現

金
を
含
む
）
を
調
達
携
行
で

き
る
者

（
内
入
植
の
際
現
金

五
万
円
以
上
を
組
合
に
予
託

す
る
こ
と
）
 

今
回
募
集
分
は
補
充
分
で

あ
る
か
ら
、
す
で
に
準
備
さ

れ
た
住
宅
、
作
付
等
を
引
継

ぐ
こ
と
に
な
り
、
計
画
外
に

こ
の
分
の
負
担
金
若
干
を
必

要
と
す
る
。
 

申
込
の
際
に
は
戸
籍
謄
本

一
通
、
予
貯
金
証
明
書
一
通

を
添
付
す
る
こ
と
。
 

入
植
希
望
者
は
市
役
所
農

林
商
工
課
に
お
い
で
願
い
ま

す
。
 

移
 
民
 
募
 
集

希
望
者
は
市
役
所
へ
 

青
森
県
海
外
協
会
で
は
ブ
ラ

ジ
ル
国
ァ
ク
レ
直
轄
洲
キ
ナ
リ
 

1
地
区
移
住
者
を
募
集
し
て
お
 

藁
工
品

の
部
 

む
し
ろ
、
吠
、
俵
（
各
種
規

定
品
一
枚
〕
ぞ
う
り
、
わ
ら

じ
、
つ
ま
ご
、
馬
ぐ
つ
（
各

種
規
定
品
一
足
づ
つ
）
 

縄
（
機
械な
わ
大
五
貫
玉
）
一

玉
、
手
な
え
な
わ
一
東
、
け

ら
一
枚
、
敷
む
し
ろ
一
枚
、
 

そ
の
他
 

加
工
品
の
部
 

澱
粉
三
合
、
蜂
蜜
二
合
、
葉

タ
パ
コ
ー
枚
、
り
ん
ご
加
工

品
、
林
産
加
工
品
 

・

畜
産
の

部
 

参
考
品
の
部
 

農
業
上
の
参
考
に
な
る
も
の
 

と
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
多

数
の
出
品
を
望
ん
で
お
り
ま
す

電
話
連
絡
で
結
構
で
ご
ざ
い
ま

す
。
 （
電話
五
所
川
原
二
、
七
 

O
一
一
番
）
 

尚
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
市
役
所
農
林
商
工
課
に
お
い

て
下
さ
い
。
 

〔
暮
し
に
つ
な
が
る

こ
の

一
西
否
 

県
 
議
 
会
 
議
 
員
 

補
欠
選
挙
に
つ
い
て
 

告
 
示
 

十
一
月
十

一
一
日

投
票
日
 
十

一
月
ニ
十
七
日
 

十

一
月
二
十
七
日
は
県
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
今
回
も
ま
た
補
充
選
畢
人
名
簿
を
調
製
い
た
し

ま
す
か
ら
左
記
に
該
当
す
る
方
は
必
ら
ず
市
選
畢
管
理
委

員
会
に
申
出
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
 

電
話
ニ
一
一
五
番
 

記
 

①
 
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
十
一
日
で
満
二
十
才
と
な
る

方
 

③
 
昭
和
三
十
三
年
八
月
十
一
日
以
前
か
ら
五
所
川
原
市

に
居
住
し
て
い
る
方
 

③
 
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
べ
き
資
格
の
あ
る
方
で

あ
つ
て
脱
落
し
て
い
る
方
 

《講
蕪
護
議
鰯
鷺
 

挙
人
名
簿
等
ょ
り
 

右
は
何
れ
も
申
請
が
な
け
れ
ば
名
簿
に
登
載
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
該
当
者
は
御
遠
慮
な
く
印
鑑
御
持

参
の
上
十
」
月
十
六
日

〔
申
請メ
切
日
）
ま
で
に
当
委

員
会
に
お
出
下
さ
い
。
 

イ
．
名
簿
調
製
現
在
期
日
 

十
一
月
十
一
日
 

ロ
、
申
請
期
間
 
十
一
月
十
二
日
か
ら
十
六
日
迄
五
日
間
 

ハ
、
調
製
期
限
 
十
一
月
十
八
日
ま
で
 

ニ
、
縦
覧
期
間
 
十
一
月
十
九
日
か
ら
十
一
月
廿
一
日
迄
 

ホ
、
異
議
決
定
期
間
 
十

一
月
二
十
三
日
 

へ
、
名
簿
確

定
日
 
十

一
月
二
十
四
日
 

里
親
及

び
職
親
を
求
む
 

上

北
開

墾

地
で
 

補
充

入
植

者
募

集
 

遭
諮
護
稽
許
 

と驚
長
盤
群
事
は主

と殺
護
譲
警
 

中
泉
集
会
場
 

十
月
ニ
十
四
日
落
成
 

九
月
下
旬
か
ら
市
内
笹
森
建
設

の
施
工
で
建
築
中
の
五
所
川
原

市
大
字
中
泉
の
集
会
場
は
こ
の
 

さ
れ
る
の
で
小
さ
い
児
童
に
と

つ
て
は
冬
場
の
難
が
し
の
べ
る

わ
け
で
あ
る
。
 

（
写真
そ
の
集
会
場
）
 

程
、
完
成
t
こ
れ
が
落
成
式
は

十
月
二
十
四
日
朝
か
ら
外
崎
市

長
始
め
、
来
賓
多
数
出
席
の
も

と
に
行
な
わ
れ
た
が
合
併
以
来

の
念
願
か
な
つ
て
落
成
を
み
た

お
ら
が
集
会
場
の
晴
れ
姿
を
み

ん
も
の
と
部
落
の
老
若
男
女
が

ほ
ど
ん
と
集
ま
り
盛
会
の
裡
に

午
后
閉
会
し
た
。
 

尚
同
集
会
場
は
冬
期
間
は
梅

田
小
学
校
の
分
校
と
し
て
使
用
 

終
鷺

報

務
譲
賠
躍
り
設
け
見
た
かm論
網

響

隣
 
保
険
課

ま
り
ィ被
鶴
響編
篤
荒
一
 

国
民
健
康
保
険
は
昭
和
十
11
1
 

年
農
山
漁
村
に
お
け
る
医
療
保

障
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
も
の
で
，
当
初
は
市
町
村

の
区
城
を
単
位
と
す
る
任
意
設

立
の
組
合
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る

組
合
方
式
の
医
療
保
障
制
度
と

し
て
発
足
し
た
の
で
あ
り
ま
す

そ
れ
以
来
一
応
順
調
に
発
展
を

と
げ
、
終
戦
時
の
昭
和
二
十
年

頃
に
は
相
当
減
少
し
て
制
度
そ

の
も
の
も
崩
壊
の
危
機
に
頻
し

た
の
で
あ
つ
た
。
 

そ
こ
で
政
府
は
昭
和
二
十
三

年
に
制
度
の
根
本
的
な
改
正
を

行
い
、
従
来
の
組
合
方
式
を
改
 

る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
 

？
購
贈
認
耀
難
覆

携
詳
蕩
贈
籍
踊
羅
鯵
纏

託
騒
腿
勃
佳
お

otノー
且

t
一
務

鷺
鶏
る
 

町
村
が
行
う

一
般
公
衆
衛
生
行

る
こ
と
、
し
、
い
わ
ゆ
る
助
成
し
た
国
保
制
度
も
今
や
農
山
漁
 

r語
線
総
護
導

深
准
嘱
行
う
」
〕と
に
レ確
覇
確
にさ
れ
た
の
で
あ欝
助
暴
器
詫
剖
護

醜
 

．
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そ
の
結
果
相
当
数
の
組
合
の
 
尚
二
十
八
年
に
は
療
養
給
付
 
こ
の
よ
う
に
当
初
は
農
山
漁
 
』う
い
割
ン
艇
引
。
」』Jか
り
‘一
 

「
〉
「
浮H
Hけ
拷
い
靖

H
」
ー
、小
に
「
ソ
准
？
け
唾
浸
，f
ー
に
切
一
に
，
一
一”
」
」
老t
J”
津
た

め
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
 

な
つ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
乍
ら
市
町
村
に
切
り

換
え
ら
れ
て
も
、
そ
の
財
政
事

一
情
は楽
観
を
許
さ
な
い
状
況
に
 

ーあ
つ
た
た
め
制
度
の
強
化
育
成

を
目
標
と
し
て
数
次
に
わ
た
る

財
政
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
、
昭
和

二
十
七
年
に
は
再
建
整
備
の
た
 

度
を
設
け
、
従
来
の
診
療
報
酬
 

た
わ
け
で
す
。
 

め
国
の
資
金
の
貸
付
を
行
う
制
保
障
制
度
に
対
す
る
一
環
と
し
 

国
民
健
康

保
険

の
あ
ゆ
み
 

り
ま
す
。
 

こ
の
結
果
保
険
財
政
も
逐
次

安
定
し
て
参
り
、
給
付
内
容
も

徐
々
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
あ

つ
た
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
昭
和

三
十
年
に
は
療
養
給
付
費
に
対

し
て
二
割
相
当
額
の
国
庫
補
助

療
養
給
付
費
補
助
か
国
で
義
務

支
出
と
し
て
法
制
化
さ
れ
社
会
 

て
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
国
の
 

看
が
、

今
後
も
国
保
事
業
育
成
の
 

記
 

和
三
十
六
年
ま
で
に
は
国
民
皆

保
険
の
形
に
お
い
て
医療
保
障

の
達
成
を
図
る
べ
く
普
及
促
進

に
つ
と
め
て
い
る
現
況
で
あ
る

の
で
す
。
 

医
療
保
険
は
本
来
被
保
険
者

の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
制
度
の
運

営
と
立
派
な
成
果
を
お
さ
め
る

に
は
市
と
、
被
保
険
者
で
あ
る

皆
さ
ん
並
び
に
医
師
薬
剤
師
等

関
係
者
の
理
解
あ
る
相
互
の
協

力
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

我
が
市
の
国
保
も
合
併
後
市
 

民
及
び
関
係
者
の
御
協
力
で
目
 

驚
繊
鷲

緋
餌
ゆ
 

来
年
一
 
の
硝
定申
告
の
と
き

ま
で
衝
一
する
こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
・
か
ら
、左
記
要
項
に

よ
り
ー
月
十

日
ま
で
に
申
請

書
を
毒

寄
税
務
課

へ
提
川
し
 

所
得
税
の
（
 

十
一
月
十
日
ま
 

桂
（税
」
灘
難蕪
 

讐
畿
誌
2
6鍔
響
鰭
 

物
等
か一
害湾

注
く
去1
1
一
購
軸
 

り
所
得
舞
常

に
少
く
な
る
と
癖
灘
霧
 

訂
 

正
 

務
課
に
」
 

一
、
注

こ
の
‘
 

を
来
一

る
の

の
で

来
年

き
被

税
が
 

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
 

有
畜
農
業

指
導
所
女
子
短

期
生
募
集
 
細
譲

鍵
鍬
器
下
さ
い
 

ー
‘

』
．
‘
 
‘
．
 一
 
一
．
 

本
年
の
十
二
月
二
十
五
日
 


